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N10b 3次元シミュレーションによる超新星爆発の多次元対流効果の解析
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太陽の 8倍以上の質量を持つ星はその進化の最終段階に、超新星爆発を引き起こすと考えられている。超新 星
爆発のエネルギー源は重力崩壊によって解放される重力ポテンシャルエネルギーであるが、その爆発メカ ニズム
は完全に理解できていない。ニュートリノ加熱や乱流といった複雑な流体現象を伴うためである。近年計算機科
学の発展に伴い、3 次元の超新星爆発シミュレーションが可能になった。その結果、ニュー トリノ加熱に伴う複
雑な乱流現象が爆発に重要な役割を果たすことがわかってきた。 しかし、多次元的な対流効果は 3 次元の複雑な
流体現象であり、解析も困難であるため、爆発メカニズムに どのような影響を与えるのか、未解明な点が多い。
乱流に着目したシミュレーション研究も行われ 、乱流のエネルギー生成や散逸、乱流圧などのメカニズムに対す
る効果が議論されている。また、乱流に よるエネルギー輸送やニュートリノ加熱に与える効果も注目されている。
乱流にはさまざまな効果があると 考えられるが、最も重要な効果は何かわかっていない。 本研究では実績ある
超新星爆発のシミュレーションコード 3DnSEe をを用いて、乱流によるエネルギー生成 や散逸が爆発メカニズ
ムにどのような影響があるか解析を行う。その結果レイノルズ分解したRrr の半径分 布は先行研究らと対応する
結果が得られた。今回はシミュレーションの詳細と現在得られている乱流の解析 結果について紹介する。


